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人口の比較2005年と14年の人口ピラミッドの比較

地域 2006 2015 減

一関 61,279 58,661 ▲ 2,618
花泉 15,625 13,724 ▲ 1,901
大東 16,947 14,627 ▲ 2,320
千厩 13,059 11,698 ▲ 1,361
東山 8,105 7,037 ▲ 1,068
室根 5,985 5,340 ▲ 645
川崎 4,515 3,869 ▲ 646
藤沢 9,953 8,489 ▲ 1,464
合計 135,468 123,445 ▲ 12,023
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２
０
０
６
年
の
人
口
は
、合
併
前

の
藤
沢
町
を
含
め
約
13
万
人
だ
っ

た
の
に
対
し
、
15
年
の
人
口
は
、
約

12
万
。
約
１
万
人
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
表
１
）

　

ま
た
、本
市
で
も
、
10
〜
20
代
が

減
少
し
、
70
〜
80
代
が
増
加
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。（
表
２
）

　

市
は
、
本
年
６
月
に「
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
有
識
者
会
議
」

を
設
置
。
委
員
に
産
業
、
教
育
、
金

融
な
ど
の
各
団
体
か
ら
17
人
を
委

嘱
し
ま
し
た
。
将
来
の
人
口
推
計

や
展
望
を
ま
と
め
る「
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め「
地
方
版
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
は「
未
来
に
向
け

た
子
育
て
応
援
予
算
」。
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
や
、
若
者
の
地
元
定
着

に
力
を
入
れ
、少
子
高
齢
化
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
を
中
心
と
す
る
北
上
高
地

は
、
13
年
８
月
に
国
内
の
研
究
者

に
よ
る
評
価
に
よ
っ
て（
国
際
リ
ニ

ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
国
内
建

設
候
補
地
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、一
関
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
軸
。
研
究
者
や
そ
の
家
族
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
や
、
国
際

化
社
会
に
対
応
す
る
人
材
の
育
成

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

これから－
千田慎之介君 (大東町鳥海 )は今年で10歳。好きな科目は算数。毎日、
夢中になってスポ少の野球に取り組んでいる。10年後、20歳になった
慎之介君が見る一関はどんなまちになっているだろう。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
、
こ
の
10
年
。

各
地
域
同
士
や
住
民
と
行
政
な
ど
が
、
互
い
の
話
を
よ
く
聞
き
、
思
い
や
り
、

調
和
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
で
す
。

共
に
生
き
る

協調
Keyword.3

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
に
向
け
て

（＊1）アンケート回収率／ 2005年40.5％ (1,823人 )、14年37.9％ (1,708人 )
調査期間／ 05年12月11～ 27日、14年6月20日～ 7月4日

住
民
の
声
を
聞
く

　

市
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
住

民
声
を
聞
く
た
め
、２
０
０
５
年
と

14
年
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
住
民

４
５
０
０
人
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。（
＊
１
）

　

一
関
の
住
み
や
す
さ
を
尋
ね
た

質
問
に
対
し「
住
み
や
す
い
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」

と
答
え
た
人
は
、
合
併
し
た
05
年

が
４
３
・
６
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

14
年
は
４
９
・
１
％
で
５
・
５
㌽
増

加
。
理
由
は
、１
位「
自
然
環
境
が

良
い
」、２
位「
人
間
関
係
、近
隣
関

係
が
良
い
」、３
位「
交
通
が
便
利
」

と
な
っ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
と

温
か
な
地
域
性
を
好
意
的
に
捉
え

る
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
方
で
、「
住
み
に
く
い
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
住
み
に
く
い
」
と

答
え
た
人
は
、
05
年
が
30
％
。
15

年
は
25
％
で
５
㌽
の
減
。
理
由
は
、

１
位
「
ま
ち
に
活
気
が
な
い
」、
２

位
「
雇
用
に
恵
ま
れ
な
い
」、
３
位

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

ひとつ屋根の下特集

　

市
は
、暮
ら
し
や
経
済
活
動
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、合
併
特
例

債
や
地
方
交
付
税
の
特
例
な
ど
、財

政
面
の
優
遇
措
置
を
活
用
し
て
、各

種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
統
合
な
ど
に
よ
る
学
校
建

設
、
一
関
図
書
館
、
花
泉
図
書
館

の
建
設
、
な
の
は
な
プ
ラ
ザ
の
設

置
、
市
道
の
改
良
整
備
、
消
防
署

の
改
築
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
を
は

じ
め
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業

や
地
域
お
こ
し
事
業
な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
交
通
が
不
便
」、
４
位
「
保
健
・

医
療
機
関
が
充
実
し
て
い
な
い
」

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、市
政
に
対
す

る
厳
し
い
意
見
も
多
い
中
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
05
年
、
14
年

と
も
に
70
％
以
上
の
人
が「
住
民

と
行
政
が
共
に
つ
く
る
も
の
」
と
回

答
。
多
く
の
人
が
協
働
の
理
念
を

胸
に
抱
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た「
住
民
の
市
政
へ
の
参
加
を

活
発
に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
」
と
い
う
質
問
に
は「
多
く
の
市

民
の
声
を
聞
く
」
と「
情
報
公
開
を

充
実
さ
せ
る
」
が
多
く
、
行
政
と
の

対
話
を
望
ん
で
い
ま
す
。

新鮮な発想はまちづくりの原動力。「高校生ワークショップ」

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら「
あ
い
」
が
あ
る

　

助
け
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
、
分

か
ち
あ
い
、
認
め
あ
い
、
競
い
あ

い
、
喜
び
あ
い
―
。

　

ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
、
い
く
つ
も

の「
あ
い
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
家
族
が
互
い
を
思
う
気
持
ち

に
似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
供
を
思
う
親
の
気
持
ち
。
孫

を
愛
す
る
祖
父
母
の
気
持
ち
。
素

直
な
子
供
の
気
持
ち
。
と
き
に
は

感
情
を
ぶ
つ
け
あ
う
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
で
も
、
こ
こ
ろ
の
奥

の
深
い
と
こ
ろ
で
は
つ
な
が
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
家
族
。

　

10
年
と
い
う
時
を
経
て
、
わ
た

し
た
ち
は
、
地
域
を
越
え
、
一
つ

の
家
族
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

未
来
は
過
去
よ
り
、
ず
っ
と
長

い
。
そ
し
て
、
社
会
は
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
ま
す
。
想
像
も
つ
か

な
い
出
来
事
が
起
こ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
大
丈
夫
。
家
族
が
一
緒

な
ら
、
き
っ
と
、
う
ま
く
い
き
ま

す
。
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

な
も
の
。
そ
れ
は
、
相
手
を
思
う

愛
で
す
。

未
来
を
つ
く
る
源
と
は

表1表2

3,684

7,900

7,799

11,351

8,210

7,347

6,055

6,869

5,726
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